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The Japanese Language Researcher Asano Shin’s Norm Consciousness:


































































































































































































































































































Abstract: The Japanese Language Researcher Asano Shin wrote, “If someone says ‘Zenzen kono 
okashi suki da wa,’ the listener will probably be quite perplexed” （Asano 1935）. Even today, ze-
nzen ＋ affirmative is widely regarded as incorrect usage. Is Asano’s description the first example 
of consciousness of this norm? Careful investigation of Asano （1935） and also Asano （1933） 
shows that Asano’s criterion for the proper use of zenzen was not whether it cooccurs with a 











Asano’s 1935 statement as evidence for consciousness of the norm that regards zenzen ＋ affir-
mative as incorrect.
萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「近現代日本語における新語・新用法の研究」
プロジェクトリーダー　新野直哉
（国立国語研究所 時空間変異研究系 准教授）
プロジェクトの概要
現代の日本語においては，次々に新語が生まれ，また以前からある語句でも，意味・用法
の変化が次々に起きている。その中には，流行語のように一時的に多用されたり，メディア
で話題になったりするもののほか，いつの間にか定着してしまうものも少なくない。それら
の新語・新用法に関する，発生・浸透・定着の時期やそのプロセスという言語変化そのもの
についての研究，さらにその背景にある，正誤・好悪・美醜などに関わる一般社会の言語意
識の問題について，研究を行う。必ずしも語彙研究には限定せず，文法・表現法等に関わる
事例も対象とする。本研究では，現在進行中の言語変化を分析することにより，一般的な言
語変化研究に応用できる理論を得る。また国語教育・日本語教育分野へ貢献するとともに，
国民の知的関心に応える。
